
この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

み
ん
な
の
笑
顔
咲
く

～
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
～

　

２
月
22
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
浮

舟
文
化
会
館
で
開
催
し
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
個
性

の
あ
る
発
表
を
事
業
所
ご
と
に
行
い
、

フ
ー
リ
ン
の「
パ
プ
リ
カ
」で
は
、
曲
が

流
れ
る
と
ス
テ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
踊
り
会
場
全
体
が
一
体
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
朗
読
サ
ー
ク
ル「
千
の
会
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、

干
支
に
ち
な
み
、「
ね
ず
み
の
よ
め
い

り
」や「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し
み
」

な
ど
、
５
作
品
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

絵
を
映
し
出
し
な
が
ら
朗
読
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
と
し
て
歌
や
体
操

な
ど
も
行
い
、
会
場
全
体
で
作
っ
た
交

流
会
は
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 「NPO法人あさがお」「多機能事業所ともに」の皆さんによる「パプリカ」
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社協HP

◎令和元年度ふくしのスローガン
　「途切れなく  笑顔のバトン  福祉の手」



　地域の皆さんの交流を通して、福祉向上と健康増進を図り、福祉のまちづくりに繋げることを目的に、助成金制
度を設けています。

　地域住民の交流や、介護予防や子育て支援を目的と
した「ふれあいサロン」活動に対して、経費の一部を助
成します。

　地域での支えあいや助けあい活動を自主的にできる
組織づくりや社会活動の支援として、下記により事業
経費の助成をします。

　一定の地域内（主に行政区単位）において、誰も
が気軽に集い合って交流できる場所を設け、住民
と参加者が共同企画し自主運営する活動です。
　仲間づくりを進めることにより地域力の向上が
図られ、地域における介護予防や子育て支援など、
さまざまな効果が期待されます。

《助成の種類》
　①運営費　サロンの運営にかかる経費の一部
　②賃借料　�サロンの会場を借上げて実施する場合に

かかる賃借料の一部
　③備品購入費　�サロン立ち上げ時に、必要な備品を

購入する経費の一部
《利用申請》
　活動助成金の交付を受けようとする団体は、あらか
じめ所定の様式により、サロン活動の登録を行ってく
ださい。

○助成対象
　行政区または災害公営住宅自治会などの自主活動に
よる、地域の高齢者・親子など、主に三世代の交流を
目的とした特別事業とします。
○対象事業例
　地域内の三世代の交流が図れる事業
　（地域文化の伝承・体験など）
○対象外事業費
　・公的機関などの共催事業
　・既存の事業への上乗せ
　・参加対象を限定する事業
　・会員同士の親睦が目的の事業
　・�年度内に本助成を既に受けている団体の行う事業
○助成額
　一つの事業に対し、助成対象総経費の３分の２以内
とし、本会の予算の範囲内において助成額を決定しま
す。
○助成対象経費
　事業に実施に必要な、消耗品費、食材費、講師にか
かる費用、賃借料などで、総額５万円を限度とします。

◆問い合わせ・申込先
　☎（０２４４）４４－５９７０（小高区）
　☎（０２４４）４６－５３５４（鹿島区）
　☎（０２４４）２４－３４１５（原町区）

ふれあいサロン事業とは？

【ふれあいサロン活動助成事業】

【各種事業助成金のお知らせ】
※福祉基金・社協会費が活用されています

【地域間三世代交流事業助成金】

地域の交流を支援します！

　２月１５日号にて見直し検討のお知らせをいたしました「福祉基金助成事業」について、福祉基金管理運営委
員会にて要綱の一部改正が承認されましたのでお知らせいたします。

【対　象】
　南相馬市内に拠点を置く非営利団体とし、福祉基金審査会が認めた団体

【対象事業例】
　生活支援活動、サロン活動、季節の行事、住民交流事業、福祉団体等研修事業など
　※�他の機関から助成や補助を受けている事業、自ら主催しない事業、特定の会員同士の親睦のみを目的とし

た事業は助成対象外
【事業の形態及び助成金額】 ※改正後の主な内容は下記の通り
　総事業費の３分の２以内で、8万円を限度に助成する。※対象経費の費目毎に助成上限あり
　同一団体への助成は年1回までとし、事業実施の1か月前までに申請

【問い合わせ・申込先】　総務課　☎（０２４４）２４－３４１５

福祉基金助成事業実施要綱の一部改正について

費　目 使　　　途 助成上限額

需要費等
文房具代、入場料等チケット代、物品レンタル代、
印刷代、切手代、送料、銀行送金手数料、会場借
上げ料　他

合わせて３０,０００円

飲食費 食材費、食事・弁当代、茶菓代
※飲食費のみ、助成決定後の人数変更を認める １人当たり７００円

運搬費 車両レンタル代、バス借上げ料、燃料費、高速料 １回当たり５０,０００円

（３月15日号）

❷



　原町区内の高齢者の方を対象に「高齢者ふれあい交流会」（全７地区）を開催しました。
　各地区福祉委員会の協力により開催した交流会は、民生委員児童委員の方々による声かけ
と、身近な場所での開催により、多くの方に参加いただきました。
　各地区の特色を生かし、踊りや唄、ゲーム等、さまざまなアイデアと趣向を凝らし、笑顔が
あふれる楽しいひとときを過ごしました。

高齢者ふれあい交流会（地域開催）
～共同募金配分金事業～

開催地域 開催日 場所 参加人数
高 平 地 区 令和元年 ９月 ５日（木） 高平生涯学習センター ７８人
原町ひがし地区 令和元年１０月２１日（月） 道の駅　南相馬 ５３人
原町みなみ地区 令和元年１０月２３日（水） ひばり生涯学習センター ６８人
原 町 西 地 区 令和元年１１月 ５日（火） ひばり生涯学習センター ５９人
石 神 地 区 令和元年１１月１０日（日） 石神生涯学習センター ６８人
原 町 北 地 区 令和元年１１月２０日（水） 原町区福祉会館 ４７人
大 甕 地 区 令和元年１１月２５日（月） 大甕生涯学習センター ３７人

▲�参加者全員で“島のブルース”踊りました

▲�指おにごっこ遊び、つかまっちゃった～

▲ �子どもたちと一緒に
大笑い！！

▲ �マジックショー
　おもしろかった～

▲ �健康体操 いち・に、いち・に

中学生ボランティアと

▲

�
スカットボール楽しみました！

みんなで楽しく歌いました♪

▲

高平地区 石神地区

大甕地区

原町
ひがし地区

原町
西地区

原町
北地区

原町
みなみ地区

（３月15日号）
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～ボラセンだより～

こんにちは。社協ボラセンです！
　ボランティア活動をしている皆さん、活動保険に加入されていますか？
　今回は、ボランティア活動保険をご紹介します。
〇ボランティア活動保険とは？
　�全国社会福祉協議会が行うボランティア個人、団体が加入できる保険です。
〇対象となる活動は？
　①社会福祉協議会に届け出た（登録）活動であること
　②社会福祉協議会に委嘱された活動であること
　③グループの場合、会則に則り立案された活動であること

（補償一例）ボランティア活動中が基本的な補償対象になります。
　　　　　・転倒してケガをした
　　　　　・熱中症になった
　　　　　・借用していた物を壊してしまった（賠償補償）　など
※対象外 ⇒ 自発的な意思による活動とは考えられない場合
　（一例）・自治会やその他の団体で、ボランティア活動以外の目的で行う活動
　　　　　（懇親会やレクリエーション活動など）
　　　　・企業、団体などが営利事業の一環として行う事業など
　　　　　※上記の活動等に参加する個人ボランティアについても同様です。
※対象事業や補償内容など保険について、お気軽にご相談ください！
〇保険料は？　⇒　令和２年度から�２つのプランとなります。
　①基本タイプ　　　　　　　　　　　　３５０円　
　②天災タイプ（基本タイプ＋地震等）　　５００円
〇補償期間（保険期間）
　毎年４月１日から翌年３月３１日まで（１年度）
　※中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日から当該年度の３月３１日まで
　　保険料は、中途加入でも一律の金額となります（中途脱退による保険料の返金はなし）
〇加入手続きは？
　最寄りの社会福祉協議会（各区福祉サービスセンター）で、保険料をご持参の上、加入手続きを行います。
〇平成３１年（令和元年）に保険に加入された皆さん
　令和２年３月３１日で補償期間が満了となります。３月下旬には、令和２年度の加入手続きが取れますので、
早めの手続きをおススメします！
ボランティアに関する 相談・連絡先は？
　南相馬市社会福祉協議会　ボランティアセンター（地域福祉課�内）
　ＴＥＬ�２４－３４１５　　ＦＡＸ�２４－１２７１　Mail　shakyo@m-somashakyo.or.jp

　本会では地域福祉事業を通して、地域の人々が住み慣れたまちで安心して生活することので
きる「福祉のまちづくり」の実現を目指しております。
　地域福祉活動は皆さまよりご協力いただく、社協会費及び各種募金を基本財源として事業を
展開しております。
　令和２年度も下記のとおり会費等の募集をさせていただきますので、ご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。

令和２年度 社協会費・各種募金等の募集について

※�募集内容の詳細については、行政区長・民生委員の皆さまを通じて４月以後に改めてご依頼を
いたします。

種　　類 １世帯 特別会員（社員） 募集（依頼）時期
社会福祉協議会
会 費 ５００円 １，０００円 ４～５月

日本赤十字社
社 費 ５００円 ２，０００円 ４～５月

赤い羽根共同
募 金 ５００円 ― ９月

歳末たすけあい
募 金 ３００円 ― ９月

（３月15日号）
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南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事

会
は
15
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

理
事
に
は
、
社
会
福
祉
業
務
に
熱
意

と
理
解
が
あ
り
、
法
人
運
営
の
職
責
を

十
分
に
果
た
し
得
る
人
が
選
ば
れ
ま

す
。
理
事
の
役
割
は
、
事
業
管
理
、
資

産
管
理
、
人
事
管
理
、
公
印
管
理
の
４

点
で
、
理
事
会
で
選
ば
れ
た
会
長
、
副

会
長
、
常
務
理
事
の
三
役
が
代
表
し
て

職
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
現
在
の
三
役

は
、
会
長
・
西
浦　

武
義
、
副
会
長
・

林　

勝
典
、
副
会
長
・
西　

祥
一
、
常

務
理
事
・
廣
瀬　

要
人
の
４
人
で
す
。

　

社
協
は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

WAの○
ま る

○
ま る

寒い季節は温かいものが恋しいですよね♨
昔よくばあちゃんが作ってくれた豚汁(*^_^*)

今は作ってあげる豚汁
訪問入浴介護事業所　高松

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
２
年
３
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

⃝

内
　
容

　

近
藤
美
智
子
先
生
の
音
楽
療
法

※
お
手
玉
を
ご
持
参
下
さ
い

⃝
会
　
場

　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ　

エ
ル
テ
ィ

２
階
ハ
ー
ト
ン

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課�

地
域
福
祉
課

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－
８
８
８
１

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
２
年
３
月
25
日
㈬（
中
止
）

　

令
和
２
年
４
月
22
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

※�

４
月
よ
り
第
４
水
曜
日
の
み
と

な
り
ま
す

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
２
年
３
月
18
日
㈬（
中
止
）

　

令
和
２
年
４
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

３
月
18
日
㈬

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
４
月
15
日
㈬
よ
り

　
『
小
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
』

　

で
行
い
ま
す

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

　

南
相
馬
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
で
毎

月
行
っ
て
い
る
こ
ど
も
食
堂「
み
ん
な
の
食

堂“
ゆ
る
っ
と
”」か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

日
　
時

　

令
和
２
年
４
月
17
日
㈮ 

午
後
６
時
～

場
　
所

　

 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
レ
ッ
シ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン 

新
ル
ー
ム（
南
相
馬
ジ
ャ
ス

モ
ー
ル
内
）

参
加
費

　

幼
児
～
小
学
生　

１
０
０
円

　

中
学
生
以
上　
　

３
０
０
円

※
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
楽
し
み
。

定
　
員

　

 

30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

申
込
み

　

令
和
２
年
４
月
９
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
よ
り
受
付
開
始 

　

南
相
馬
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　

事
務
局

　
（ 

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

地
域
福
祉
課　

☎
24

－

３
４
１
５
）

４月の「みんなの食堂“ゆるっと”」

三
役
に
ズ
ー
ム
イ
ン
！

～ 

最 

終 

回 

～
　

社

の
協「おだかサロン」の会場が

４月より変更になります。

【小高老人福祉センター】
南相馬市小高区東町３丁目22

４月からの会場

☆“
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
”

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

▲ ストライクをねらって！真剣勝負のペットボトルボーリング

▲ 小高老人福祉センターの地図

▲ みんなで輪になって体操トントントン(^^♪

▲ 左から廣瀬常務、林副会長、西浦会長、西副会長

おだかサロン 社協ゆいゆい広場 福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

⃝小高区役所

⃝浮舟文化会館

⃝社協会館

⃝旧小高病院

⃝富沢自動車

陸　橋

小　　高　　川

★小高老人
　福祉センター

⃝小高調剤薬局

（３月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
２
年
１
月
16
日
～
令
和
２
年
２
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
佐
々
木
　
　
　
守
　
様	

（
川
　
房
）

故�

佐
々
木��

房�

子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
　
　
淳
　
様	
（
吉
　
名
）

故�

佐�

藤��

照�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
豊
　
沼
　
寿
　
幸
　
様	

（
片
　
草
）

故�

豊�

沼��

郁�

夫��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
政
　
宜
　
様	

（
蛯
　
沢
）

故�

佐�

藤��

隆�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
岡
和
田
　
　
学
　
　
様	

（
村
　
上
）

故�

岡
和
田��

と
き
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
島
　
尾
　
義
　
行
　
様	

（
大
　
井
）

故�

島�

尾��

惠
美
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
岡
　
田
　
宗
　
司
　
様	

（
女
　
場
）

故�

岡�

田��

宗�

良��

様�

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
髙
　
野
　
正
　
良
　
様	

（
橲
　
原
）

故�

髙�

野��

洽�

治��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
伏
　
見
　
勝
　
男
　
様	

（
南
柚
木
）

故�

伏�

見��

ユ
キ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
伊
　
藤
　
　
　
誠
　
様	

（
鹿
　
島
）

故�

伊�

藤��　

�

操��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
　
　
剛
　
様	

（
上
栃
窪
）

故�

佐�

藤��

ヒ
ロ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
庄
　
子
　
ま
ゆ
み
　
様	

（
二
見
町
）

故�

庄�

子��

勇�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
遠
　
藤
　
裕
一
郎
　
様	

（
栄
　
町
）

故�

大�

石��

正�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
渡
　
邉
　
ト
ク
子
　
様	

（
西
　
町
）

故�

渡�

邉��　

�

経��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
和
　
田
　
光
　
浩
　
様	

（
小
川
町
）

故�
和�

田��

清�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
立
　
川
　
晴
　
雄
　
様	

（
小
川
町
）

故�

立�
川��
ヨ
シ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
杉
　
内
　
邦
　
夫
　
様	

（
　
高
　
）

故�

杉�

内��

ヨ
シ
子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
堀
　
内
　
恵
　
子
　
様	
（
橋
本
町
）

故�

増�

田��

久�

恵��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
木
　
元
　
雅
　
彦
　
様	

（
桜
井
町
）

故�

木�

元��

清�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
加
　
藤
　
俊
　
幸
　
様	

（
堤
　
谷
）

故�

加�

藤��

ミ
ネ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
中
　
島
　
初
　
雄
　
様	

（
陣
ヶ
崎
）

故�

中�

島��

ヨ
シ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】

・
白
　
水
　
初
　
枝
　
様（
滋
賀
県
）

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
東
北
労
働
金
庫
　
原
町
支
店

ろ
う
き
ん
友
の
会
　
　

会
長
　
堀
内
　
一
成
　
様

社
会
福
祉
の
た
め
に

◆
日　

時

　

令
和
２
年
４
月
13
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
会　

場

　

原
町
区
福
祉
会
館　

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）23

－

４
５
１
９

荒あ
ら
ま
で

認
知
症
相
談
会

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援

や
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

１
月
分
実
績

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　

４
件
（
総
数　

82
点
）

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　

21
件
（
総
数　

３
０
０
点
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

　

無
料
法
律
相
談
会
は
今
年
度
を
も
ち

ま
し
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
き
に
渡
り
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
機
関
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 無

料
法
律
相
談
会

終
了
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
ご
と

　

四
月
は
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
で
す
。

　

子
ど
も
の
卒
業
式
で
は
レ

ン
ズ
越
し
に
涙
し
、
入
学
式

で
は
成
長
の
喜
び
を
感
じ
ま

す
。

　

子
供
と
一
緒
に
出
掛
け
る

と
、
い
つ
も
何
気
な
く
手
を

つ
な
い
で
き
ま
す
。
小
さ
な

手
の
温
も
り
を
と
て
も
愛
お

し
く
感
じ
ま
す
。
あ
と
何
年

こ
う
し
て
手
を
差
し
の
べ
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

　

一
生
の
間
で
子
ど
も
と
一

緒
に
い
る
時
間
は
意
外
に
少

な
い
。
親
と
し
て
の
幸
せ
を

感
じ
る
今
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｒ
・
Ｄ

・
岡
　
田
　
宗
　
司
　
様（
女
　
場
）

あ
す
な
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

・
匿
　
　
　
　
名

南
相
馬
市
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】

・
鈴
　
木
　
節
　
子
　
様（
栄
　
町
）

タ
オ
ル
、
衣
類
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
太
　
田
　
　
盛
　
　
様（
三
島
町
）

書
籍
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
花
　
房
　
文
　
子
　
様（
飯
　
崎
）

帽
子
等
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

・
匿
　
　
　
名

紙
お
む
つ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
名

紙
お
む
つ
、
消
臭
液
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
元
年
度　

賛
助
会
費

（
令
和
元
年
11
月
１
日
～
令
和
２
年
１
月
31
日
）

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額

一
万
円
以
上
の
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
た
企
業
、
事
業
所
等
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

後
藤
輪
業

㈱
北
洋
舎
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
一
社
）原
町
青
年
会
議
所

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
開
催
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所　

む
つ
み
荘

◆
４
月
イ
ベ
ン
ト

※
イ
ベ
ン
ト
は
原
則
申
込
み
制

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課
（
鹿
島
区
）
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－５
３
５
４

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業 

な
な
い
ろ
サ
ロ
ン

17
日
㈮
ち
ひ
ろ
先
生
リ
ト
ミ
ッ
ク

22
日
㈬
移
動
図
書
館
お
は
な
し
会

28
日
㈫
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
♪

ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３ ❻


